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●表紙写真  新山梨環状道路若草ランプ南側の釜
　無川の堤防は、周囲より広く造られています。
　ここが、かつて浅原村（現在の南アルプス市浅原）
　の人々が、水害の際に避難するために造られた
　「避水台」です。長く水害に苦しんできた浅原村
　のため、享和２年（1802）に幕府によって設け
　られた、県内ではここだけの施設です。かつて
　目印となる大きな杉の木があったともいわれ、
　今でも地域では、この場所を「一本杉」と呼ん
　でいます。避水台には水神がまつられ、毎年８
　月25日に浅原地区、藤田地区合同で水防祈願祭
　が行われています。
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代
表
・一
般
質
問   

※
７
〜
16  
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
9
月
17
、
18
日
に
15
名
の

議
員
が
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
５
日
か
ら
10
月
８

日
ま
で
の
34
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
、
条
例
案
６
件
、
補
正
予
算
案
７
件
、

決
算
認
定
案
15
件
、
同
意
案
１
件
、
ほ
か
７
件
、
合
わ

せ
て
36
案
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
４
ペ
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決
算
議
会
と
い
わ
れ
る
今
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年

度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
12
の
特
別
会
計
お
よ
び
２
つ

の
企
業
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
４
１
５
億

８
３
６
７
万
４
千
円
、
歳
出
総
額
３
８
８
億
４
３
２
６

万
９
千
円
と
な
り
、
歳
入
は
過
去
最
大
の
決
算
額
に
、

歳
出
は
令
和
２
年
度
に
次
ぐ
過
去
２
番
目
の
決
算
額
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
※
３
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一
般
会
計
補
正
予
算
額
は
、
補
正
額
を
12
億
８
２
２

４
万
８
千
円
と
し
、
予
算
総
額
を
４
３
８
億
７
３
２
万

９
千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。　
　
　
※
中
下
段
参
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市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
認
定
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
に
関
す
る
請
願
が
あ
り
、
こ
れ
を
採
択

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
３
ペ
ー
ジ
参
照

一
般
会
計 

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定

 
歳
入
は
過
去
最
大
の
決
算
額

歳
出
は
過
去
２
番
目
の
決
算
額

第3回定例会（９月）の概要  ９月５日～10月８日開催

第3回定例会で決まった注目案件（補正予算）
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グラフの市債残高の中には地方交付税によって措置される地方債（合併特例債など）も含まれて
いますので、実際に市が負担する金額は、ここに記載された金額よりも少なくなります。

　令和６年度の決算状況は、歳入は過去最大の決算額、歳出は令和

２年度に次ぐ過去２番目の決算額になりました。物価高騰の影響に

対する市民生活支援策や子育て支援策等に注力するとともに、将来

の財政負担を軽減するために、基金残高の増、市債残高の減の取り

組みが行われました。ふるさと納税寄附金や国の交付金等を活用し、

財源確保に努め、健全な財政運営を堅持しています。今後も将来を

見据えた計画的な財政運営と積極的な財源確保の取り組みが求めら

れます。

令和6年度  決算

一般会計 
歳入 415億 8367万 
歳出 388億 4327万 

特
別
会
計 

国民健康保険 
歳入  68億  3702万 
歳出 67億 7527万 

後期高齢者医療 
歳入 18億 7397万 
歳出 18億 7182万 

介護保険 
歳入 65億  320万 

歳出  63億 8102万 

水
道
事
業

会
計（
税
込
）

 

 

 

収益的収支 
収益 16億 1019万 

費用 13億 7722万 

資本的収支 
収入  6 億 4965万 
支出 15億 5260万 

令和6年度  主な会計決算額　　 単位：円

今定例会では１件の請願がありました。所管委員会での審査並びに本会議において、全会一致で採択し、
市議会から国の関係機関に意見書を提出しました。

請願の審査

学校の働き方改革・長時間労働是正の実現のための教職員定数改善と「カリキュラム・
オーバーロード」の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

　子どもたちは、将来の日本社会の担い手であり、教育の充実は極めて重要である。
　国会および政府においては、地方教育行政の実情を十分に認識し、地方自治体が計画的に教育行政を進めること
ができるように、以下の措置を講じられるよう強く要請する。
 ・中学校の学級編制基準の引き下げに当たっては、加配定数の振り替えではなく、教職員定数の実質的な増員で行
　うこと。
 ・学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員など教職員定数改善を推進すること。
 ・教職員の働き方改革はもとより、子どもたちのゆたかな学びの保障のために、「カリキュラム・オーバーロード」
　の早期改善のため、学習指導要領の内容の精選を行うこと。
 ・義務教育の根幹である、教育の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持す
　ること。
 ・教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。

概  要
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（億円）

一般会計歳入 一般会計歳出 基金年度末残高市債年度末残高

341億5628万円 324億773万円

413億8801万円

373億3344万円 370億2521万円

324億9358万円
307億9964万円

390億3300万円

343億6222万円 333億917万円

3,18億9815万円 3,04億1419万円
292億2041万円

2,75億8312万円
256億7899万円

171億7605万円 181億2905万円 183億3430万円 199億6794万円 1 9億8419万円

318億9815万円  304億1419万円
292億2041万円

275億8312万円
256億7899万円

171億7605万円 181億2905万円 183億3430万円 199億6794万円 195億8419万円

396億6549万円
376億4551万円

R5

202億1458万円202億1458万円

238億4785万円238億4785万円

415億8367万円
388億4327万円

205億2744万円

225億2826万円

205億2744万円

225億2826万円

R6
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第３回定例会  審議した議案とその結果

上程議案 〇：賛成
×：反対

結

果
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南アルプスＩＣ周辺中央エリア立地企業選定委員会条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に
関する条例

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

税条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域公共交通会議条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準
を定める条例

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一般会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

土地取得造成事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水道事業会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一般会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

後期高齢者医療特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

居宅介護予防支援事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

温泉給湯事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山梨県北岳山荘管理事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

土地取得造成事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水道事業会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下水道事業会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市道路線の認定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度水道事業会計利益剰余金の処分 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度下水道事業会計利益剰余金の処分 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の取得 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教育委員会委員の任命 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

学校の働き方改革・長時間労働是正の実現のための教職員定数
改善と「カリキュラム・オーバーロード」の改善及び義務教育
費国庫負担制度拡充を図るための請願書

採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

学校の働き方改革・長時間労働是正の実現のための教職員定数
改善と「カリキュラム・オーバーロード」の改善及び義務教育
費国庫負担制度拡充を図るための意見書

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他

議員提出議案

条例の制定

条例の一部改正

令和７年度補正予案

令和６年度歳入歳出決算の認定



す
る
と
と
も
に
こ
の
制
度
を
周
知
し
、
意
向

確
認
も
行
って
い
く
。

 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●
地
域
公
共
交
通
会
議
条
例
の

　

一
部
改
正

　
　
　

追
加
さ
れ
る
運
転
者
が
組
織
す
る
団

　
　
　

体
と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
団

体
か
。

　
　
　
運
行
を
委
託
し
て
い
る
山
梨
交
通
の

　
　
　
労
働
組
合
で
あ
る
。

●
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労

　

働
是
正
の
実
現
の
た
め
の
教
職
員

　

定
数
改
善
と
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

　

オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
の
改
善
及
び

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充

　

を
図
る
た
め
の
請
願
書　

　
　
　

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
具
体

　
　
　

的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
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●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

　

す
る
条
例
及
び
職
員
の
育
児
休
業

　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
職
員
も

　
　
　

い
る
と
思
う
が
、
こ
の
条
例
を
改
正

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
、
職
員
が
利

用
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

　
　
　
現
行
の
部
分
休
業
は
、
取
得
者
の
多

　
　
　
く
が
保
育
所
等
へ
の
朝
夕
の
送
迎
な

ど
の
た
め
に
、
勤
務
時
間
の
始
め
ま
た
は
終
わ

り
で
合
わ
せ
て
１
日
２
時
間
程
度
取
得
し
て
い

る
。
改
正
後
は
、
勤
務
時
間
の
始
め
ま
た
は

終
わ
り
に
限
ら
ず
、
勤
務
時
間
中
に
お
い
て
、

２
時
間
を
限
度
に
ど
の
時
間
で
も
取
得
可
能

と
な
る
。
ま
た
、
新
た
に
、
選
択
制
で
年
間

10
日
間
分
の
取
得
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
が
成
長
す
る
な
ど
し
、
毎
日
取
得
す

る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
特
別
休
暇
と
組

み
合
わ
せ
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

使
用
の
幅
が
広
が
る
。
た
だ
し
、
給
与
が
減

額
と
な
る
た
め
、
有
給
休
暇
の
取
得
を
推
奨

   

総
務
常
任
委
員
会

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
中
央
エ
リ
ア

　

立
地
企
業
選
定
委
員
会
条
例
の
制
定

　
　
　

 

選
定
委
員
会
委
員
の
学
識
経
験
者

　
　
　

と
は
ど
の
よ
う
な
方
を
考
え
て
い
る

　

Q

A

A

Q

 ９
月
議
会

 

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　

常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、

条
例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

Q

A

A
 

審
査
結
果

　

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
異
議
な
く

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

か
、
ま
た
学
習
指
導
要
領
の
精
査
と
ど
の
よ

う
に
関
連
づ
け
る
か
。

　
　
　
教
員
の
業
務
を
整
理
し
ワ
ー
ク
ラ
イ

　
　
　
フ
バ
ラ
ン
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

教
材
研
究
や
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確

保
し
、
学
習
指
導
要
領
を
精
査
・
是
正
し
て

内
容
を
厳
選
す
る
こ
と
で
、
働
き
方
改
革
と

連
動
さ
せ
、
子
ど
も
の
豊
か
な
学
び
に
つ
な
げ

た
い
。

 

産
業
土
木
常
任
委
員
会

●
財
産
の
取
得

　
　
　

下
今
諏
訪
Ａ
工
業
団
地
拡
張
整
備

　
　
　

事
業
用
地
に
お
け
る
今
後
取
得
予
定

の
５
件
17
筆
に
つ
い
て
は
、
完
熟
農
園
の
縁

辺
部
の
よ
う
に
、
用
地
の
一
部
取
得
後
に
交

渉
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
相
続
手
続
き

完
了
後
の
取
得
の
見
通
し
は
。

　
　
　
今
回
の
提
出
議
案
に
間
に
合
わ
な
か
っ

　
　
　
た
が
、
関
係
者
か
ら
協
力
承
諾
を
得

て
お
り
、
計
画
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

QA

Q

コミュニティバス

か
、
ま
た
、
委
員
の
人
数
内
訳
は
。

　
　
　
学
識
経
験
者
は
２
名
を
予
定
し
て
お

　
　
　
り
、本
市
の
政
策
研
究
、ま
ち
づ
く
り
、

都
市
計
画
及
び
本
事
業
の
過
程
に
深
く
携
わっ

て
い
た
だ
い
た
、
多
角
的
な
知
見
、
知
識
を
お

持
ち
で
地
域
の
事
情
に
精
通
し
て
い
る
方
を
考

え
て
い
る
。
公
認
会
計
士
は
１
名
、
市
職
員

及
び
そ
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
は
併

せ
て
２
名
を
予
定
し
て
い
る
。



対
策
は
。

　
　
　

業
務
委
託
先
の
選
定
は
、一
般
競
争

　
　
　
入
札
を
予
定
し
て
い
る
。
ゲ
リ
ラ
豪

雨
、
集
中
豪
雨
等
に
対
す
る
水
処
理
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
設
計
の
中
で
、
調
整
池

の
設
置
も
検
討
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
地
下
水
の
水
位
状
況

を
確
認
す
る
な
ど
し
、
対
策
を
練
って
い
く
。
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厚
生
文
教
分
科
会

●
南
ア
ル
プ
ス
市
高
度
農
業

　
情
報
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

　
　
　
エ
ア
コ
ン
を
リ
ー
ス
す
る
理
由
は
。

　
　
　

既
存
エ
ア
コ
ン
は
、
ビ
ル
マ
ル
チ
方
式

　
　
　
で
部
品
が
な
く
修
理
不
可
の
た
め
、

新
年
度
に
改
修
工
事
費
を
計
上
す
る
予
定
で

あ
る
。
そ
の
間
の
空
調
確
保
の
た
め
、
仮
設

的
に
リ
ー
ス
を
利
用
す
る
。

 

産
業
土
木
分
科
会

●
す
も
も
産
地
競
争
力
強
化

　
支
援
事
業

　
　
　
す
も
も
の
高
品
質
化
と
は
具
体
的
に

　
　
　
何
か
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
が
果
樹
産
地
構
造
改
革
計
画
に

　
　
　
お
い
て
振
興
品
種
と
し
て
い
る
貴
陽
、

太
陽
、
皇
寿
等
の
優
良
品
種
へ
の
改
植
事
業

で
あ
る
。

●
優
良
住
宅
普
及
促
進
事
業

   

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

 

総
務
分
科
会

●
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
こ
の
時
期
に
積
み
立
て
る
理
由
は
。

　
　
　
９
月
補
正
の
予
算
編
成
に
お
い
て
、

　
　
　
歳
入
の
方
が
大
き
く
な
り
、
財
源
に

余
剰
が
出
た
た
め
で
あ
り
、
今
後
の
補
正
予

算
及
び
当
初
予
算
の
編
成
に
必
要
な
財
源
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業

　
　
　
造
成
設
計
業
務
委
託
の
事
業
者
の

　
　
　
選
定
方
法
は
。
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス

Ｉ
Ｃ
周
辺
中
央
エ
リ
ア
に
お
け
る
雨
水
等
の

QAQ  　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
補
正
予
算
、

決
算
お
よ
び
関
係
議
案
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
の
中
に
３
つ
の
分
科
会

（
総
務
、
厚
生
文
教
、
産
業
土
木
）
を
設

け
て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
分

担
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

A

 

審
査
結
果

　
予
算
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
お
よ
び
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

 
予
算
決
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

A Q
  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

Q

A

A

Q

AQ

  

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定 

 

総
務
分
科
会

●
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

　
　
　
執
行
率
が
低
い
が
、
移
住
者
全
員
に
周

　
　
　
知
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　
広
報
や
自
治
会
の
組
回
覧
で
周
知
し

　
　
　
た
。
今
後
は
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
や

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
で
、
周
知
し
て
い
く
。

 

厚
生
文
教
分
科
会

●
消
費
生
活
研
究
事
業

　
　
　
消
費
生
活
相
談
員
不
在
に
よ
る
市
民

　
　
　
の
不
便
や
今
後
の
配
置
予
定
は
。
　

　
　
　

窓
口
対
応
が
で
き
ず
不
便
な
状
況
で

　
　
　
あ
り
募
集
し
て
い
る
が
応
募
が
な
い

た
め
、
県
内
に
い
る
相
談
員
の
出
向
体
制
を

関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

●
教
育
施
設
建
築
工
事
等

　
発
注
者
支
援
事
業

　
　
　
優
れ
た
設
計
者
を
選
定
し
て
い
る
に

　
　
　
も
か
か
わ
ら
ず
外
部
委
託
す
る
の
は

二
重
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
は
あ
っ
た
か
。

　　
　
公
共
工
事
の
品
質
確
保
や
課
題
対
応

　
　
　
の
た
め一級
建
築
士
に
委
託
し
、
職
員

A QAQ

の
不
足
や
専
門
的
助
言
を
得
る
目
的
で
実
施

し
て
き
た
。
令
和
７
年
度
は一級
建
築
士
資
格

を
持
つ
職
員
採
用
に
よ
り
予
算
を
減
額
し
て

対
応
し
て
い
る
。

 

産
業
土
木
分
科
会

●
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

　
　
　
保
全
委
員
会
か
ら
市
へ
事
業
報
告
書

　
　
　
が
提
出
さ
れ
た
際
、
市
職
員
は
書
類

審
査
や
現
地
検
査
を
行
っ
て
い
る
か
。

　　
　
職
員
が
必
ず
書
類
審
査
を
行
い
、
年

　
　
　
１
回
以
上
保
全
委
員
会
役
員
を
招
い

て
、
指
導
等
を
実
施
し
て
い
る
。
現
地
検
査

は
保
全
委
員
会
の
自
主
検
査
後
に
市
職
員
が

直
接
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の

運
用
に
関
す
る
提
案
を
し
ま
し
た

　

厚
生
文
教
分
科
会
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
繰
入
金
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
に
つ
い
て
、
全
て
の
審
査
終
了
後
に
予

算
決
算
特
別
委
員
会
全
委
員
で
話
し
合
い
を
行
い
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
有
効
的
な
活
用
を
図
る
た

め
、
基
金
の
充
当
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
次
年

度
予
算
編
成
に
お
け
る
基
金
の
活
用
や
意
識
の
あ
り

方
を
求
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
は
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
か

ら
議
長
へ
提
出
し
、
議
長
か
ら
市
長
へ
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
　
　
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業

　
　
　
や
子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
支
援
事

業
等
の
制
度
と
、
併
用
は
可
能
か
。

　
　
　
併
用
は
可
能
で
あ
る
。

A Q
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対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
現
在
、
市
と
し
て
、
学
校
で
ど
の

　
　
　
よ
う
な
熱
中
症
対
策
を
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　
　

本
市
で
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　
　

な
ど
を
も
と
に
、「
熱
中
症
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」を
策
定
し
各
学
校
に
お
い
て
様
々

な
熱
中
症
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
整
備

　
　
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
整
備
す
る
こ
と
で

　
　
　
人
と
犬
と
が
共
存
し
、
に
ぎ
わ
い

と
楽
し
さ
の
あ
る
公
園
づ
く
り
を
実
現
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　

管
理
運
営
に
お
い
て
多
く
の
課
題
が

　
　
　

想
定
さ
れ
る
の
で
、
現
時
点
で
の
整

備
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
の
市
職
員
の

賃
金
・
労
働
条
件
・
職
場
環
境
改
善

　
　
　
市
が
組
織
の
魅
力
を
高
め
、
働
く

　
　
　
上
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
示

す
こ
と
が
優
秀
な
人
材
確
保
に
重
要
だ
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

　
　
　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や

　
　
　

多
様
な
働
き
方
の
導
入
、
業
務
の
効

率
化
な
ど
、
制
度
面
・
職
場
環
境
面
の
両
面

か
ら
改
善
を
進
め
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

未来創政の会

秋山 浩志 議員

負
担
軽
減
や
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　
　
消
防
団
に
女
性
の
入
団
を
促
進
す
る

　
　
　
た
め
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
不
可
欠

と
考
え
る
。
女
性
団
員
入
団
に
対
し
て
市
は

ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

女
性
消
防
団
員
の
活
動
の
場
と
し

　
　
　

て
、
火
災
現
場
等
で
の
災
害
対
応
で

は
な
く
、
後
方
支
援
や
広
報
活
動
を
主
に
行

う
体
制
づ
く
り
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
女
性
が
安
心
し
て
入
団
し
、
活
動

で
き
る
「
組
織
体
制
」
や
「
環
境
整
備
」
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

熱
中
症
対
策

　
　
　
市
と
し
て
、
消
防
団
に
対
し
ど
の

　
　
　
よ
う
な
熱
中
症
対
策
を
行
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
「
消
防
団
員
の
安
全
管
理
等
の
再
徹 

　
　
　

底
」
に
基
づ
き
、
周
知
徹
底
を
呼
び

掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
消
防
本
部
と
し
て
、
職
員

　
　
　
に
ど
の
よ
う
な
熱
中
症
対

策
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
規

　
　
　

則
の
改
正
に
よ
り
、
熱
中

症
対
策
の
義
務
化
が
定
め
ら
れ
た

こ
と
を
受
け
、
南
ア
ル
プ
ス
消
防

署
お
よ
び
八
田
消
防
署
で
は
熱
中

症
対
策
の
内
規
を
作
成
し
、
各
種

消
防
団
員
の
確
保

　
　
　
消
防
団
員
の
被
雇
用
者
の
割
合
が 

　
　
　
増
加
し
て
お
り
、
特
定
の
時
間
帯

の
防
災
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　
　
　

本
市
消
防
団
員
の
80
％
以
上
が
被
雇

　
　
　

用
団
員
で
あ
り
、
平
日
昼
間
の
防
災

力
低
下
を
懸
念
し
て
い
る
。

　
「
機
能
別
消
防
団
員
制
度
」
も
、
防
災
力

向
上
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
消
防
団
員
確
保
は
消
防
団
活
動
へ

　
　
　
の
理
解
不
足
・
イ
メ
ー
ジ
の
問
題

が
あ
る
。
市
は
こ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
払
拭
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
や
「
市
広
報
紙
」
を
活

　
　
　

用
し
た
情
報
発
信
、ま
た「
出
初
式
」

や
「
支
部
演
習
」
を
市
民
の
皆
様
に
見
学

し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
更
な
る
団
員
の

QAA Q

討議の焦点

代表質問代表質問代表質問

女性消防団員の入団に対して
市の見解は▲

女性が安心して活動できる「組織体制」や
　「環境整備」に取り組んでいく。

ドッグランの整備に対して市の見解は▲

現時点での整備は難しい。
　整備の可能性について調査研究が必要である。

消防団の消防車 QAA Q
QA

A QQAA Q
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Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
か
ら
使
用
、
維
持

　
　
　
管
理
ま
で
一
貫
し
た
救
命
力
の
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
の

所
見
は
。

　
　
　

本
市
で
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心

　
　
　

を
確
保
す
る
た
め
、
公
共
施
設
や

人
が
多
く
集
ま
る
場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
て
お
り
、
各
施
設
に
お
い
て
、
日
常
点

検
や
消
耗
品
交
換
な
ど
の
維
持
管
理
を
実

施
し
て
い
る
。

　

全
国
的
に
、
心
肺
機
能
停
止
の
約
７
割

は
住
宅
で
発
生
し
て
お
り
、
救
急
車
の
到

着
ま
で
全
国
平
均
で
約
10
分
、
本
市
で
は

約
８
分
を
要
し
て
い
る
。
到
着
ま
で
の
間

に
、
市
民
に
よ
る
胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
と
い
っ
た
応
急
手
当
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
救
命
効
果
は
大
き
く
向
上
す

る
。
そ
の
た
め
、
本
市
消
防
本
部
で
は
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
含
む
救
命
講
習
を
積
極
的

に
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
受
講
機
会
の

拡
大
と
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
か
ら
維
持
管

理
、
市
民
に
よ
る
活
用
ま
で
一
貫
し
た
体

制
を
整
え
る
こ
と
で
、
救
命
率
の
向
上
を

目
指
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
狭
い
道
路
や
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て

 

・
道
路
や
歩
道
に
お
け
る
草
木
の
管
理
に
つ
い
て

等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
事
業
実
施
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
や
学
校
開
放
利
用
者
の
健
康
と

安
全
を
第
一
に
考
え
、
可
能
な
限
り
早
期
に

整
備
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と

機
能
向
上

　
　
　
衛
生
面
の
向
上
や
利
用
の
し
や
す

　
　
　
さ
だ
け
で
な
く
、
児
童
・
生
徒
の

心
理
的
な
安
心
感
を
高
め
る
た
め
に
も
、

学
校
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
機
能

向
上
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
所
見
は
。

　
　
　

学
校
に
お
け
る
ト
イ
レ
環
境
は
、

　
　
　

児
童
生
徒
が
学
習
に
集
中
し
、
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
大
切
な

要
素
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。  

　

特
に
洋
式
化
の
推
進
は
、
衛
生
面
や
利

便
性
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
環
境
の

変
化
に
よ
り
和
式
ト
イ
レ
を
使
用
し
た
こ

と
の
な
い
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
心
理
的
な
安
心
感
に
配
慮
し
た

快
適
な
環
境
と
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。  

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
学
校
の
要
望

を
聞
き
取
る
中
で
洋
式
化
や
暖
房
便
座
導

入
を
進
め
て
き
た
。

　

今
後
も
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
段
階
的
に
洋
式
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
換
気
や
照
明
の
改
善
な
ど
も

含
め
機
能
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

　
　
　
令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
で
の
質

　
　
　
問
で
、
市
か
ら
は
「
早
い
段
階
で

の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。」
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

近
年
、
異
常
な
暑
さ
に
よ
り
学
校
教

　
　
　

育
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
今
後
も
毎
年
続
い

て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
屋
内
運
動
場
へ

の
空
調
整
備
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
児
童
生
徒
が
安
全
で
快
適
に

学
べ
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
度
か

ら
整
備
に
向
け
た
方
向
性
を
検
討
し
、
整
備

方
針
の
素
案
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

現
状
は
、
国
の
方
針
や
専
門
的
知
見
、
他

の
自
治
体
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
空
調
方
式
や
事
業
手
法
、
財
源
の
確
保

QA

A Q

討議の焦点

A Q

学校体育館のエアコン設置例

抜本的な熱中症対策
体育館へのエアコンの設置を▲

３、４年の整備期間を想定し、
　現在整備計画を策定している。

小中学校トイレの洋式化や暖房便座導入
など機能向上を▲

洋式化率は現在67％。
　トイレ環境のさらなる改善に取り組んでいく。

日本共産党南アルプス市議団

松野 昇平 議員
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Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業
は
、「
未
来

　
　
　

を
つ
く
る
産
業
振
興
」
の
実
現
と

市
民
の
期
待
に
応
え
る
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、「
ま
ち
の
玄
関
口
」
に
ふ
さ

わ
し
い
都
市
機
能
を
創
出
し
、
地
域
の
魅

力
を
高
め
、
次
世
代
に
繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
全
力
で
推
進
し
て
い
る
。

　

中
核
と
な
る
中
央
エ
リ
ア
は
、
地
権
者

の
皆
様
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
覚
書
の
締
結
に
至
っ
た
。

今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
優
良
企
業
の
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

東
部
・
西
部
エ
リ
ア
に
つ
い

て
は
、「
地
域
未
来
投
資
促
進

法
に
基
づ
く
重
点
促
進
区
域
」

の
指
定
に
向
け
て
、
山
梨
県
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続

き
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
中
心
に
、
全
庁
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
将
来
を
見
据
え
た
交
通

　
　
　
拠
点
整
備
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
示
す
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

　
　
　

本
市
の
交
通
環
境
の
あ

　
　
　

り
方
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
公
共
交
通
の
拠
点
で
あ
る

「
市
立
美
術
館
」
や
「
道
の
駅
し

ら
ね
」
な
ど
の
観
光
拠
点
と
の

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
エ
リ
ア
の
開
発

　
　
　「
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
」
及
び
「
コ
ス

　
　
　
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
南
ア
ル
プ
ス

倉
庫
店
」
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
地
域
住

民
の
生
活
へ
の
影
響
、
経
済
効
果
と
周
辺

店
舗
へ
の
影
響
等
は
。

　
　
　

ｆ
ｕ
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
南
ア
ル
プ
ス
は
、

　
　
　

新
た
な
「
集
客
交
流
拠
点
」
と
し
て
、

本
市
の
玄
関
口
に
賑
わ
い
と
活
力
を
生
み
出

し
て
い
る
。

　

懸
念
さ
れ
た
交
通
渋
滞
に
つ
い
て
も
、
大

き
な
混
乱
も
な
か
っ
た
が
、
地
区
内
道
路
へ

の
進
入
が
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る
た
め
引
き

続
き
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
地
域
の

安
全
を
確
保
し
て
い
く
。

　

参
入
企
業
２
社
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
交

流
人
口
の
大
幅
な
増
加
を
促
し
、
雇
用
の
創

出
や
所
得
の
向
上
、
土
地
価
格
の
上
昇
、
更

に
は
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業
に
対
す
る
企
業
の

関
心
の
高
ま
り
な
ど
、
本
市
の
経
済
発
展
と

将
来
性
の
広
が
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。
加
え
て
、
周
辺
施
設
に
も
足
を
運
ぶ
こ

と
で
、
地
域
全
体
へ
好
循
環
が
波
及
し
つ
つ

あ
る
。
今
後
は
、
新
た
な
観
光
戦
略
や
Ｉ
Ｃ

周
辺
整
備
事
業
の
推
進
を
図
り
、「
道
の
駅
」

へ
の
登
録
に
向
け
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

て
い
く
。

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業

　
　
　
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

QA

連
携
を
図
り
、
市
全
体
を
見
渡
す
広
い
観

点
か
ら
進
め
、
交
通
ハ
ブ
拠
点
の
機
能
を

位
置
付
け
て
い
く
。

　

ま
ず
は
、「
ｆ
ｕ
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
南
ア
ル
プ

ス
」
の
「
交
通
ハ
ブ
拠
点
」
の
整
備
を
進
め
、

市
内
外
の
ニ
ー
ズ
や
効
果
を
検
証
し
、Ｉ
Ｃ

周
辺
の
将
来
的
な
交
通
機
能
を
踏
ま
え
、

本
市
の
「
集
客
交
流
拠
点
」
と
し
て
一
層

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

南アルプス IC周辺エリアの
「まちの玄関口」としての整備事業の
進捗状況は

▲

「未来をつくる産業振興」の実現に向け、最重要
　プロジェクトとし、次世代に繋ぐまちづくりのため
　に推進している。

代表質問代表質問代表質問

討議の焦点

QA

新政南アルプス

村松 三千雄 議員

南アルプス IC 周辺エリア

Q

A
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市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

　

遊
休
農
地
解
消
に
向
け
て
、
昨
年
６
月

に
Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
が
立
ち
上
げ
た
農

業
法
人
「
株
式
会
社
あ
ぐ
り
フ
ァ
ー
ム
Ｊ

Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
」
の
取
り
組
み
状
況
と

農
地
中
間
管
理
機
構
の
貸
借
の
現
在
の
状

況
は
。

　
　
　

あ
ぐ
り
フ
ァ
ー
ム
Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ

　
　
　

ス
市
は
、
令
和
６
年
度
は
約
１
・

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
借
り
受
け
、
モ

モ
、
ブ
ド
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
を
生
産
し
、
約
３
・

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊
休
農
地
に
お
い
て
管

理
作
業
が
実
施
さ
れ
た
。
令
和
７
年
度
は

新
た
に
38
ア
ー
ル
の
遊
休
農
地
を
借
り
受

け
、
ブ
ド
ウ
の
植
付
け
を
行
う
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

ま
た
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農

地
の
貸
借
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
は

２
６
７
筆
、
約
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に

お
い
て
、
貸
借
の
手
続
き
が
さ
れ
、
な
お
、

令
和
７
年
３
月
以
降
、
７
月
末
ま
で
の
貸

借
の
状
況
は
、
１
４
４
筆
、
約
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
の
同
じ
期
間
と

比
較
し
て
81
筆
、
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

市
民
農
園
に
よ
る
遊
休
農
地
解
消
な

　
　
　

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
食
料
価

格
の
高
騰
や
地
産
地
消
の
重
要
性
が
増
す

中
、
野
菜
の
自
家
栽
培
や
市
民
農
園
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
が
遊
休
農
地
を
整
備
・
区

地
球
温
暖
化
に
伴
う

高
齢
者
福
祉
対
策

　
　
　

近
年
、
気
温
上
昇
に
伴
う
猛
暑
日

　
　
　

や
熱
帯
夜
の
増
加
、
線
状
降
水
帯

の
発
生
に
よ
る
大
雨
の
被
害
な
ど
市
民
の

健
康
・
生
活
・
経
済
社
会
基
盤
に
及
ぶ
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
市
も
、
高
齢

化
が
進
む
中
、
温
暖
化
の
影
響
を
考
慮
し

た
高
齢
者
福
祉
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
本

市
の
見
解
は
。

　
　
　

近
年
の
地
球
規
模
の
気
候
変
動
が
、

　
　
　

生
態
系
や
経
済
活
動
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
総
合
計
画
に
お

い
て
も
懸
念
し
て
い
る
。

　

山
梨
県
も
「
熱
中
症
予
防
対
策
強
化
期

間
」
を
設
け
、
熱
中
症
予
防
の
啓
発
強
化

と
併
せ
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
や
、

地
域
の
公
民
館
等
の
開
放
な
ど
、「
涼
み
所
」

の
提
供
を
推
進
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

高
齢
者
へ
の
声
掛
け
や
見
守
り
を
徹
底
し

な
が
ら
、
温
暖
化
に
よ
る
高
齢
者
の
生
活

へ
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
に
努
め
、
高
齢

者
福
祉
施
策
へ
の
反
映
を
図
る
。

遊
休
農
地
の
解
消
の
取
り
組
み
と

市
民
参
加
型
農
業
の
推
進

　
　
　

遊
休
農
地
の
増
加
が
進
み
、
農
地

　
　
　

の
荒
廃
や
害
虫
の
発
生
の
要
因
と

な
り
、
観
光
を
目
指
す
本
市
と
し
て
も
景

観
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

QA

画
化
し
市
民
に
野
菜
栽
培
用
と
し
て
貸
し
出

す
「
市
民
農
園
」
を
各
地
区
に
お
い
て
展
開

で
き
る
よ
う
に
提
案
す
る
が
、
本
市
の
見
解

は
。

　
　
　

平
成
６
年
３
月
か
ら
百
々
地
区
に

　
　
　
「
汗
か
き
農
園
」
を
開
園
し
、
非
農

業
者
が
農
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
土
と
親
し
み
、
作
物
を
作
る
喜
び
を
実

感
し
な
が
ら
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
高
評
価
で
あ
る
。

　

既
存
の
「
汗
か
き
農
園
」
及
び
「
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
湯
沢
エ
リ
ア
」
内
に
あ
る
区
画

の
利
用
を
促
進
し
、
そ
の
う
え
で
、
他
地
域

で
の
展
開
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を
行
っ
て

い
く
。

Q

A

討議の焦点

躍進会

相川 宗仁 議員

Q

A

高齢化が進む中、温暖化の影響を
考慮した高齢者福祉の在り方は▲

高齢者への声掛けや見守りの徹底と生活への
　影響について把握に努め施策へ反映する。

市民農園を各地区に展開し遊休農地解消
につなげる取り組みを推進すべき▲

既存の市民農園２か所（百々、湯沢）の利用を促進し、
　他地域への展開について調査研究を行う。

百々地区の「汗かき農園」
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講
座
や
、
戦
争
遺
跡
を
中
心
と
し
た
史
跡

め
ぐ
り
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
。

　
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
に
お
い
て
も
、

戦
争
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
を
定
期
的

に
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
戦
後
80
年
の

特
別
企
画
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
戦
争

の
関
わ
り
に
焦
点
を
あ
て
た
展
示
「
ぼ
こ

ん
と
う
と
せ
ん
そ
う
」
を
開
催
し
た
。

　
今
後
も
、
再
び
戦
争
の
悲
劇
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
よ
り
多
く
の

市
民
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
平
和
の
大
切

さ
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
継

　

平
和
教
育

　
　
　
小
中
学
校
に
お
け
る
、
児
童
・
生

　
　
　
徒
へ
の
平
和
教
育
の
現
状
は
。

　
　
　
小
中
学
校
に
お
け
る
平
和
教
育
は
、

　
　
　
教
室
で
の
知
識
習
得
に
と
ど
ま
ら

ず
、
実
際
に
史
跡
見
学
や
体
験
学
習
を
通
じ

て
、
過
去
を
知
り
、
未
来
の
平
和
に
つ
い
て

主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
小
学
校
で
は
、
社
会
科
や
総
合
学
習
の
時

間
を
活
用
し
、地
域
の
戦
争
遺
跡
「
ロ
タ
コ
」

に
つ
い
て
市
の
職
員
を
講
師
に
学
習
を
行
っ

て
い
る
学
校
も
あ
る
。
ま
た
、
戦
争
体
験
者

の
講
話
を
聞
い
た
り
、
甲
府
空
襲
展
を
見
学

す
る
学
校
も
あ
り
、
地
域
の
歴
史
や
戦
争
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　
中
学
校
で
は
、
社
会
科
の
歴
史
学
習
を
通

し
て
、
人
類
の
歩
み
を
学
び
な
が
ら
、
広
く

平
和
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。ま
た
、

い
く
つ
か
の
学
校
で
は
広
島
へ
の
修
学
旅
行

を
実
施
し
、
事
前
学
習
や
当
日
の
見
学
、
被

爆
体
験
者
の
講
話
を
通
し
て
、
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
ん
で
い
る
。
更
に
、

平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
合
唱
や
、
絵
画
制
作

な
ど
、
多
様
な
平
和
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
学
校
も
あ
る
。

　
　
　
市
民
向
け
の
平
和
教
育
の
取
り
組

　
　
　
み
は
。

　
　
　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
文
化
財
課

　
　
　
を
中
心
に
市
内
の
戦
争
に
関
わ
る

QA

続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
本
市
に
は
、
戦
時
中
の
貴
重
な
文

　
　
　
化
財
等
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
、
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
　
　
本
市
で
は
、
市
内
を
ひ
と
つ
の
博

　
　
　
物
館
に
み
た
て
た
「
ふ
る
さ
と
〇

〇
博
物
館
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
の
中
で
地
域
の
歴
史
的
資
源
の
掘

り
起
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
収
集
さ
れ
た
歴
史
的
資
源
に
は
、
戦
争

に
関
す
る
も
の
も
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
、「
軍
服
」
や
「
日

章
旗
の
寄
せ
書
き
」
と
い
っ

た
、
形
あ
る
モ
ノ
だ
け
で
な

く
、
戦
争
を
体
験
し
た
方
々

の
証
言
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
現
在
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
蓄
積
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

い
つ
で
も
、
誰
で
も
触
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

市
内
の
小
中
学
生
が
使
用
し

て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
移
住
定
住
促
進
に
つ
い
て

代表質問代表質問代表質問

公明党

小池 伸吾 議員

QA

討議の焦点

ふるさと文化伝承館で開催された企画展のようす

小中学校における、児童・生徒への
平和教育の現状は

▲

小学校では、社会科や総合学習の時間を活用し、
　中学校では、社会科の歴史学習を通して、広く
　平和について理解を深めている。

QA
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の
と
考
え
て
い
る
。

参入企業は募集要項
に基づいて事業実施
しているか

　
　
　

募
集
案
内
の
中
で
、「
集
客
、
交
流

　
　
　

の
機
能
を
持
つ
新
た
な
産
業
拠
点
」

を
創
出
し
、
企
業
と
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

と
も
に
地
域
活
性
化
を
実
現
し
た
い
。
と
あ

る
が
、
今
ま
で
新
た
な
産
業
拠
点
を
創
出
し
、

企
業
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
ど
の
よ
う
に
創

出
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

南
ア
ル
プ

　
　
　

ス
の
麓
に

位
置
す
る
本
市
へ

の
出
店
は
、
企
業

イ
メ
ー
ジ
の
向
上

に
も
繋
が
り
、
地

場
産
品
の
活
用
や

新
産
業
拠
点
（
旧
完
熟
農
園
の
跡
地
）

　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
 12 
ヘ
ク
タ
ー
ル
整
備
事

　
　
　

業
募
集
案
内
の
中
の
「
土
地
利
用
の

あ
り
方
」
の
「
 12 
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
目
的
」
に
、

地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
多
様
な
事
業
を
展

開
す
る
。
と
あ
る
が
、
ｆ
ｕ
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
南

ア
ル
プ
ス
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
２
か
月
が

経
過
し
た
今
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

ｆ
ｕ
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
南
ア
ル
プ
ス
の
「
地

　
　
　

域
交
流
エ
リ
ア
」
に
お
い
て
は
、
山

梨
県
内
や
市
内
の
企
業
が
連
携
し
て
法
人
を

設
立
し
、
目
的
に
掲
げ
た
地
域
資
源
を
活
用

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

QA

保育所で寝具を
用意し、
布団持ち帰りの
負担軽減を

負
担
軽
減
の
た
め
簡
易
ベ
ッ
ド
の
導
入
を

検
討
し
た
が
、
導
入
に
際
し
、
保
育
士
の

動
線
が
制
限
さ
れ
、
児
童
の
睡
眠
中
の
呼

吸
確
認
や
災
害
時
の
安
全
確
保
が
困
難
に

な
る
こ
と
、
簡
易
ベ
ッ
ド
の
保
管
場
所
が

な
い
等
の
課
題
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

日
常
的
に
使
用
す
る
布
団
や
、
シ
ー
ツ
、

カ
バ
ー
な
ど
の
寝
具
は
、
利
用
さ
れ
る
ご

家
庭
で
用
意
し
て
も
ら
う
こ
と
が
基
本
で

あ
り
、
保
育
所
に
寝
具
を
常
備
し
た
場
合

は
、
新
た
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
や
レ
ン
タ

ル
料
を
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
課
題

を
踏
ま
え
、
現
状
で
は
導
入
が
難
し
い
も

保
育
所
の
寝
具

　
　
　

保
育
所
の
昼
寝
用
の
布
団
の
持
ち

　
　
　

帰
り
は
、
複
数
の
子
ど
も
を
通
わ

せ
る
世
帯
や
持
ち
帰
る
荷
物
が
多
い
時
な

ど
保
護
者
に
と
っ
て
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

保
育
所
で
寝
具
を
用
意
し
、
布
団
の
持
ち

帰
り
の
負
担
を
無
く
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
所
見
は
。

　
　
　

保
育
所
の
布
団
の
持
ち
帰
り
に
つ

　
　
　

い
て
は
、
衛
生
管
理
の
観
点
か
ら

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
お
子
様

の
送
迎
時
に
手
荷
物
が
増
え
、
保
護
者
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
公
立
保
育
所
で
は
、
保
護
者

QA

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
地
域
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
。

　
　
　

参
入
企
業
を
対
象
に
支
援
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　

の
「
地
代
軽
減
措
置
」
を
行
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
(a)
借
地
期
間
開
始
後
１
年
間

は
、
事
業
用
地
の
賃
借
料
を
免
除
、
(b)
２
年

目
以
降
の
１
年
間
は
賃
借
料
の
80
％
を
軽
減

す
る
。
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
賃
借
料
は

い
く
ら
か
。

　
　
　

本
土
地
の
賃
貸
料
は
、
年
額
、
５
１

　
　
　

５
万
７
２
０
０
円
で
あ
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
広
河
原
山
荘
に
つ
い
て

QA

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題 質問の主題

新産業拠点周辺

簡易ベッドの例

QA

かがやき21

小林 敏徳 議員
日本共産党南アルプス市議団

河阪 悠 議員



一般質問一般質問一般質問

議
会
で
も
提
言
し
た
が
そ
の
後
の
進
捗
は
。

　
　
　

現
状
の
「
居
場
所
」
と
し
て
の
役
割

　
　
　

を
含
め
、
セ
ン
タ
ー
で
の
総
合
的
な

支
援
体
制
の
あ
り
方
や
運
営
方
針
に
つ
い
て

も
、
情
報
収
集
と
内
容
の
検
討
を
進
め
る
。

自立と共生社会の
実現を目指して

　
　
　

昨
年
度
実
態
把
握
の
た
め
、
市
の

　
　
　

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
が
庁
内

各
部
署
及
び
市
内
の
障
害
者
就
労
施
設
に

対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
現
在
、
結
果
を
分

析
し
て
お
り
、
就
労
施
設
ご

と
の
提
供
可
能
な
物
品
及
び

役
務
に
つ
い
て
の
情
報
を
整

理
し
、
冊
子
を
作
成
し
て
い

る
。
今
後
こ
の
冊
子
を
庁
内

各
課
に
配
布
し
、
さ
ら
な
る

周
知
を
行
い
、
調
達
額
及
び

発
注
分
野
の
拡
大
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

就
労
支
援
の
強
化

　
　
　

物
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
際
、

　
　
　

障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
優
先
的
に

調
達
す
る
事
を
努
め
る
よ
う
、
障
害
者
優
先

調
達
推
進
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
市
の
取

り
組
み
状
況
は
。

　
　
　

障
害
者
就
労
施
設
に
対
し
、
印
刷

　
　
　

用
紙
な
ど
の
物
品
や
公
共
施
設
の

清
掃
業
務
、
封
筒
の
封
入
及
び
封
緘
業
務

等
の
役
務
を
発
注
し
て
お
り
、
令
和
５
年

度
の
優
先
調
達
額
は
１
５
０
万
８
０
１
７

円
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
ど
の
よ
う
に
調
達
率
を
上
げ
て

　
　
　

い
く
の
か
。

QA

こどもの権利を
明確に保障する
条例の制定を！

　
　
　

不
登
校
や
行
き
渋
り
等
の
児
童
生

　
　
　

徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
校
内
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
」
を
学
校
内
に
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

先
進
事
例
を
実
際
に
訪
問
・
見
学
し
、

　
　
　

運
営
方
法
、
効
果
や
課
題
等
に
つ
い

て
調
査
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
児
童
生

徒
へ
の
支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る
観

点
か
ら
、
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
検
討
す
る
。

　
　
　

改
修
中
の
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　
　
　

タ
ー
内
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｉ

ｎ
ｇ
の
再
開
に
併
せ
、「
こ
ど
も
の
居
場
所
」

と
し
て
の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
針
策
定
を

子
ど
も
権
利
・
居
場
所

　
　
　
本
市
で
は
、「
こ
ど
も
自
身
の
権
利
」

　
　
　

を
明
確
に
保
障
す
る
条
例
は
策
定

さ
れ
て
い
な
い
。
本
市
に
お
い
て
も
、「
こ

ど
も
の
権
利
」
を
保
障
す
る
た
め
の
条
例

を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

は
。

　
　
　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
、
夢
や
希
望
が

　
　
　

描
け
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、

市
民
と
協
働
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
今
後
は
こ
ど
も
本
人
や
市
民
、保
護
者
、

関
係
団
体
に
意
見
を
幅
広
く
伺
う
中
で
、
策

定
を
進
め
て
い
く
。

QA

　
　
　

教
育
現
場
等
で
も
積
極
的
に
優
先
調

　
　
　

達
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　

障
が
い
を
持
っ
て

　
　
　

い
る
方
や
障
が
い

自
体
を
正
し
く
理
解
す
る

事
で
、
共
生
社
会
の
実
現

が
促
進
さ
れ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
特
に
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い

理
解
を
導
く
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
る
。
全
庁
的
に

積
極
的
な
優
先
調
達
を
調

整
し
て
い
く
。

Q

質問の主題 質問の主題

新政南アルプス

藤田 亜由未 議員

A

Q

A

改修工事前の教育支援センター
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新政南アルプス

清水 麻里 議員

Q

A

障害者優先調達推進法

国や地方公共団体

障害者就労
施設など

仕事の発注・

物品の購入等

仕事の受注・
物品の納入等

Q

A
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防災力で築く
安全な街

止
や
事
件
の
迅
速
な
解
決
に
有
効
な
手
段
と

認
識
し
て
お
り
、
個
人
情
報
保
護
や
費
用
対

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
防

　
　
　
犯
カ
メ
ラ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

リ
ー
ス
化
に
よ
る
一
元
管
理
の
推
進
、
警
察

と
の
連
携
強
化
な
ど
、
総
合
的
な
防
犯
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の

所
見
は
。

　
　
　

本
市
で
は
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
、

　
　
　

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
地
域
の

自
主
防
犯
活
動
へ
の
協
力
な
ど
、
行
政
・
警

察
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
進
め
て

き
た
。

　

提
案
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

や
リ
ー
ス
化
に
よ
る
一
元
管
理
は
、
犯
罪
抑

QA

誰もが気軽に外出
できる公共交通を
求めて！

留
所
へ
向
か
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
と
、
タ

　
　
　
ク
シ
ー
券
の
配
布
事
業
の
デ
マ
ン
ド

型
交
通
導
入
後
の
扱
い
は
。

　
　
　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
実
験
を
実

　
　
　

施
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
及
び
タ
ク
シ
ー
券
配
布

事
業
は
、
現
状
の
ま
ま
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
市
内
に
デ
マ
ン
ド
交
通
を
本
格
導

入
す
る
場
合
は
、
実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま

え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
及
び
タ
ク

シ
ー
券
配
布
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共

交
通
の
効
率
的
な
運
用
と
な
る
よ
う
総
合
的

に
検
討
し
て
い
く
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入

　
　
　
本
年
６
月
の
地
域
公
共
交
通
会
議

　
　
　
に
お
い
て
、
本
市
で
デ
マ
ン
ド
交

通
の
実
証
運
行
を
提
案
し
た
と
聞
く
が
そ

の
内
容
は
。

　
　
　

白
根
地
区
内
に
お
け
る
交
通
空
白

　
　
　

地
域
を
中
心
に
、
新
た
な
交
通
手

段
と
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
に

取
り
組
む
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
い
た
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
利
用
者
の
予
約
に
応

じ
て
運
行
す
る
乗
り
合
い
型
の
交
通
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
決
ま
っ
た
時
刻
表
や
路
線

は
な
く
、
事
前
の
申
込
み
に
合
わ
せ
て
車

両
が
乗
車
停
留
所
へ
行
き
、
目
的
地
の
停

QA

QA

効
果
の
観
点
も
踏
ま
え
、
南
ア
ル
プ
ス
警
察

署
と
連
携
し
な
が
ら
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
く
。

　
　
　
防
犯
灯
に
つ
い
て
、
本
市
の
防
犯
灯

　
　
　
の
設
置
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

　
　
　

本
市
で
は
、
住
宅
地
や
通
学
路
な
ど

　
　
　

の
生
活
道
路
を
中
心
に
、
防
犯
灯
の

計
画
的
な
設
置
及
び
老
朽
化
し
た
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

令
和
７
年
８
月
現
在
、
市
内
に
は
９
６
３

０
基
の
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
主
要

な
生
活
道
路
の
多
く
は
、
必
要
な
明
る
さ
を

確
保
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題 質問の主題

新政南アルプス

保坂 健 議員
新政南アルプス

三木 充 議員

QA

市が設置している防犯カメラ
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一般質問一般質問一般質問

　
　
　
ご
提
案
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
既
存

　
　
　
の
枠
組
み
を
利
用
す
る
こ
と
で
速
や

か
な
導
入
が
可
能
で
あ
り
、
実
効
性
の
あ
る

提
案
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
一
方
で
、
財
源
の
確
保
や
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
と
の
連
携
方
法
な
ど
検
討
を
要
す
る
課

題
が
あ
る
。

　
ご
提
案
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
先
行
事
例
や

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

既
存
の
移
動
支
援
制
度
と
の
一
体
的
な
運
用

可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
向
け
た

　
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
に
つ
い
て

市内のまつりを
知ることは
市を知ること

　
ま
つ
り
が
持
つ
文
化
の
伝
承
と
地
域
活

性
化
を
期
待
し
持
続
的
な
開
催
を
支
援
し

て
い
く
。

　
歴
史
文
化
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、

歴
史
的
個
性
を
知
る
こ
と
に
な
る
。「
ま
つ

り
」
の
歴
史
的
背
景
や
意
義
な
ど
を
明
ら

か
に
し
、
伝
承
、
活
性
化
を
支
援
す
る
。

ま
つ
り

　
　
　
ま
つ
り
は
歴
史
文
化
を
中
心
と
し
た

　
　
　
ま
つ
り
と
地
域
活
性
化
効
果
を
期
待

す
る
ま
つ
り
に
大
別
さ
れ
る
。
南
ア
ル
プ
ス

市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ま
つ
り
の
効

果
に
つ
い
て
の
認
識
、
歴
史
文
化
に
基
づ
く

ま
つ
り
の
把
握
と
位
置
づ
け
と
支
援
、
地
域

活
性
化
を
主
眼
と
し
た
ま
つ
り
の
基
本
的
な

考
え
は
。

　
　
　
ま
つ
り
は
、
地
域
住
民
の
交
流
や

　
　
　
連
帯
感
を
高
め
る
。
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
継
承
し
郷
土
愛
が
醸
成
す
る
。

魅
力
発
信
や
観
光
振
興
、
更
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
強
化
と
な
る
。

QA

妊産婦の
移動手段の
支援策について

ト
事
業
」
の
創
設
を
提
言
す
る
。

　
す
で
に
実
績
の
あ
る
高
齢
者
・
障
が
い

者
向
け
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
を
応
用
す
る

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
可
能
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

妊
産
婦
の
移
動
手
段
支
援
策

　
　
　
市
民
が
出
産
に
際
し
て
必
ず
市
外 

　
　
　
の
医
療
機
関
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
構
造
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
市

の
認
識
は
。

　
　
　
市
内
に
分
娩
を
取
り
扱
う
医
療
機
関

　
　
　
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
本
市
の
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

　
周
産
期
医
療
体
制
の
維
持
・
充
実
に
向
け

て
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
妊
産

婦
の
方
々
が
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き

る
環
境
整
備
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
具
体
的
な
政
策
と
し
て
、「
マ
タ
ニ

　
　
　
テ
ィ
＆
子
育
て
タ
ク
シ
ー
サ
ポ
ー

QA

　
市
民
参
加
型
の
ま
つ
り
は
、
地
域
の
一

体
感
の
醸
成
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の

増
加
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
、
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
市

民
や
来
訪
者
に
魅
力
あ
る
ま
つ
り
の
発
展

を
推
進
す
る
。

●
主
な
再
質
問
の
内
容

 

・
理
想
的
な
ま
つ
り
と
は

 

・
十
日
市
の
位
置
づ
け

 

・
補
助
金
交
付
基
準

 

・
ま
つ
り
補
助
金
の
公
平
性

 

・
山
麓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
効
果

 

・
若
者
世
代
の
考
え
方
の
反
映

 

・
南
ア
ル
プ
ス
市
ら
し
い
ま
つ
り

 

・
ま
つ
り
と
市
民
力

南アルプス山麓フェスティバルの
ようす

質問の主題 質問の主題

躍進会

吉松 大樹 議員

Q

A

新政南アルプス

飯野 久 議員



民
間
慰
霊
碑
調
査

　
　
　
国
は
、
民
間
建
立
の
戦
没
者
慰
霊
碑

　
　
　
１
万
６
千
基
に
つ
い
て
、
全
国
調
査

を
実
施
。
劣
化
が
進
ん
で
い
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

　
　
　
市
内
に
は
、
全
51
基
。
民
間
建
立
は
、

　
　
　
32
基
あ
る
。
管
理
は
、
旧
町
村
が
建

立
し
た
17
基
、
建
立
者
不
明
の
２
基
を
含
む

全
51
基
を
、
遺
族
会
や
自
治
会
な
ど
が
清
掃
、

草
取
り
、
植
木
の
手
入
れ
を
行
い
、
お
盆
や

お
彼
岸
に
は
お
参
り
を
し
て
い
る
。
建
立
時

期
は
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
20
年
代
に
か
け

建
立
さ
れ
て
い
る
。
慰
霊
碑
の
状
態
は
概
ね

良
好
で
あ
る
。
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る
職
員
研
修
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

引
き
続
き
、
管
理
業
務
の
負
担
軽
減
、
情

報
共
有
や
意
思
疎
通
の
円
滑
化
、
支
援
時

間
の
創
出
を
図
り
、
市
民
の
福
祉
と
健
康

増
進
の
一
層
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

ロタコ遺跡と
民間建立慰霊碑
について

記
憶
」
と
い
う
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
本
市

に
お
け
る
先
の
大
戦
を
象
徴
す
る
遺
跡
で
あ

る
。

ロ
タ
コ
遺
跡
の
在
り
方

　
　
　
戦
争
の
遺
跡
と
し
て
、
80
年
が
経
過

　
　
　
す
る
中
で
、戦
争
遺
跡
「
ロ
タ
コ
」
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
本
市
の
見
解
は
。

　
　
　「
ロ
タ
コ
」
は
、
暗
号
名
と
さ
れ
、

　
　
　
立
川
に
あ
っ
た
軍
施
設
を
疎
開
さ
せ

る
た
め
の
秘
匿
飛
行
場
で
あ
っ
た
。

　
全
国
的
に
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
滑
走
路

や
、
飛
行
機
を
隠
し
、
爆
風
か
ら
守
る
施
設

で
あ
る
掩
体
壕
な
ど
が
造
ら
れ
た
。

そ
の
構
築
に
は
、
市
全
域
か
ら
一
日
３
千
人

も
の
人
々
が
動
員
さ
れ
た
。

　「
ロ
タ
コ
」
は
、
当
時
の
南
ア
ル
プ
ス
市

に
生
き
た
人
々
の
戦
争
に
関
わ
る
「
共
通
の

QA

支援記録の
課題改善を
F-SOAIP で

る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
生
活
支
援
記
録
法
の
一
つ
、「
エ
フ

　
　
　
ソ
・
ア
イ
ピ
ー
」
は
、
理
論
的
考

察
に
基
づ
き
、
簡
単
明
瞭
に
相
談
者
の
状

況
を
可
視
化
で
き
る
、
大
変
有
効
な
手
法

と
し
て
認
識
し
た
。
記
録
時
間
の
短
縮
や
、

支
援
チ
ー
ム
内
で
の
情
報
共
有
の
円
滑
化

に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
支
援
の
質
の
向
上
や
、
相
談
者
及

び
そ
の
家
族
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
の
実
現

が
期
待
で
き
る
。

　
今
後
は
、
本
手
法
を
含
め
、
生
活
支
援

記
録
方
法
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、Ｄ

Ｘ
化
の
推
進
や
管
理
業
務
効
率
化
に
関
す

地
域
包
括
支
援
体
制
に
お
け
る

記
録
業
務
の
課
題
克
服
に
向
け
て

　
　
　
厚
生
労
働
省
が
進
め
て
き
た
包
括

　
　
　
的
支
援
体
制
推
進
の
先
駆
的
自
治

体
で
は
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
各
家
庭

の
諸
課
題
に
対
し
、
個
々
人
に
丁
寧
に
向

き
合
う
時
間
を
創
出
す
る
た
め
の
検
討
を

重
ね
て
き
た
。

　
そ
の
た
め
に
各
自
治
体
で
は
、
支
援
記

録
作
成
時
間
を
短
縮
さ
せ
、
か
つ
簡
潔
明

瞭
に
実
践
を
見
え
る
化
す
る
意
味
か
ら
、

「
Ｆ

̶

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
」（
エ
フ
ソ
・
ア
イ
ピ
ー
）

と
い
う
生
活
支
援
記
録
法
を
導
入
し
て
い

る
。
本
市
で
も
導
入
へ
の
検
討
を
提
案
す

Q

A

QA

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題 質問の主題

躍進会

保坂 広人 議員
公明党

齊藤 博明 議員

ロタコ（３号掩体壕）

「F-SOAIP」の６つの要素
• F（Focus）：焦点（記録のタイトル）
• S（Subjective Data）：
　　主観的情報（本人や家族の言葉）
• O（Objective Data）：
　　客観的情報
　　（観察や他職種からの情報）
• A（Assessment）：アセスメント
　　（支援者の判断や解釈）
• I（Intervention/Implementation）：
　　介入・実施（実際に行った支援）
• P（Plan）：計画（今後の対応）

え
ん
た
い
ご
う
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政務活動報告 南アルプス市をよりよい社会にするために

●新政南アルプス

参  加  者
代表：飯野 久
　　　清水 麻里、藤田 亜由未、保坂 健、
　　　三木 充、花輪 幸長、村松 三千雄

研  修  日

研修先及び研修内容

（１）㈱ FIRST LEAP　
　　 「ふるさと納税支援策等について」
（２）旧北海道庁
 　     「北海道の歴史と道内市町村別特産物等の見 学」
（３）全国市議会議長会研究フォーラム in 札幌
　     「地方議会議員のなり手不足問題の解決に向けて」

 令和７年８月26日（火）～28日（木）研  修  日

研  修  先

研修内容

地方議会議員のなり手不足問題の解決に向けて

■基調講演
　「主権を預かる誇りと責任」
　伊吹 文明  元衆議院議員議長　

■パネルディスカッション
　①多様な人材の参画促進の観点から 地方議会議員の
　　なり手不足問題を考える
　②地方議会議員のなり手不足問題の取組報告

総　    括

 令和７年８月27日（水）～８月28日（木）

 全国市議会議長会研究フォーラム in 札幌

　基調講演では、地方議員は住民の主権を預かる存在で
あり、その誇りと責任の重要性が強調された。なり手不
足の背景には、議員報酬や引退後の生活保障といった待
遇面の問題等、多くの要因が絡み合い、深刻な状況になっ
ていることが浮き彫りになった。
　パネルディスカッションでは多様な人材が参画できる
よう、議員の厚生年金加入などの処遇改善や、オンライ
ン会議の活用といった活動しやすい環境整備が不可欠と
感じた。

●躍進会

参  加  者
代表：三枝 守和
　　　吉松 大樹、飯久保 貴、相川 宗仁、
　　　保坂 広人

総　    括

　㈱ FIRST LEAP での研修では、「ふるさと納税」をい
かに多く獲得するかの業務に多様な仕組みが要求される
ことを理解した。本市ではこれまで、中間業者を活用し
てふるさと納税金額は順調に伸びているが、さらに伸ば
すためには研修先のような企業を利用することも一考と
思う。
　旧北海道庁では、北海道の歴史文化、アイヌ文化、北
方領土の学びさらに道内市町村の特産品や魅力等につい
て見学した。特に道内市町村紹介は理解しやすかった。
　全国市議会議長会研究フォーラムでは、「地方議員の
なり手不足問題を考える」内容でパネルディスカッショ
ンや取り組み事例発表があり、第６期本市議会が取り組
んだ議会改革に類似した事例もあり、これまでの取り組
みを再認識した。また、課題や問題点の共通意識を持つ
ことはできたが、どこから解決の糸口を掴んだらよいか
を考えると、まず議会の見える化による議会活動の市民
理解が先決であると再認識させられた。
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総務常任委員会
　　　地域防災を推進するための課題についてテーマ

議  会  活  動  報  告

市民との意見交換会を開催
市議会では、市民の皆さまの声を直接お聞きし、市政に反映させるため、市民との意見交換会を開催しています。
今回は、３つの常任委員会ごとにそれぞれ所管する内容のテーマを設け、市民の皆さまと意見交換を行いました。
参加された市民の皆さまからは、多くの貴重なご意見をいただくことができました。

参加者

総　括

　　　　　 南アルプス市防災リーダー連絡協議会委員

意見交換内容
１地域防災への意識向上のための市民の理解について／地域防災への関心度が薄い。
　防災訓練は、実践的な内容や参加しやすい環境を整えるなど魅力的な内容にし、住民の理解を高めることが重要である。
２地域防災力向上のための自治会役員と防災リーダーとの連携について／自治会と防災組織の連携は必要であるが、多くの自治
　会は地域防災活動の効率化や担い手不足等により、自治会役員が自主防災会役員を兼ねている。
　「地区防災計画」作成については、役員の任期や役員個々の取り組み意識によって検討が進まないのが実態である。
３地域の実情に合わせた備蓄、避難所、資金等について／自主防災組織運営支援事業交付金及び防災資機材整備事業補助金の見
　直しについて、議会でも調査し、市に改善の要請をしていただきたい。

　　　　　地域防災の中核を担う存在として活動している方々の抱えている課題を聞くことができた。
　　　　　今回いただいた課題・要望等は、議会としてできることは支援するとともに、市担当課に支援の拡大や改善策を求め、
　　　　　自主防災活動の強化に繋がるようにしていきたい。

厚生文教常任委員会
　　　南アルプス市の子育て支援政策や保育についてテーマ

参加者　　　　　 市内保育所に子どもを通わせている保護者

意見交換内容
　市の子育て施策について、18才までの医療費の無償化、保育料の無償化、小中学生の給食費
の無償化など、とてもありがたいとの意見が多かったが、アピールの面においては、不足して
いるとの意見が多かった。
　保育所（園）の入所について、家庭状況の確認はしっかり実施すべきだとの意見もあった。
　保育所関連では、同じ市立の園であっても、それぞれの個性があっていいのではないか。市立保育所では、コロナ禍前のように、
事業が戻らないが、私立の園では、保護者会が主催者となり、事業をこなしている園もある等々、色々な意見が出て、市に対し
ての要望も幾つかあり、当局に要望として上げた。
　市は様々な子育て施策に力を入れているが、他市との違いをもっとアピールする必要性を感じた。病児保育の件などの要望も
聞いたので、更なる保育環境の向上・充実のための取り組みについて調査研究の必要性を当局に申し入れた。

産業土木常任委員会
　　　芦安地域の観光と魅力テーマ

参加者　　　　　 芦安地区自治会、芦安温泉郷旅籠の会、芦安の将来を考える会、NPO法人芦安ファンクラブ、
　　　　　芦安地区集落支援員、地域おこし協力隊、Ｕターン者
意見交換内容
　芦安地域は夜叉神峠など通年観光資源も有するが、そのPR不足や整備の遅れが課題。
　また、交通インフラが弱く、外国人観光客の誘致も活性化していない。観光施設や登山駐車
　場への案内看板等も不十分である。また、移住希望者に対しても住宅不足や団地入居条件の
　厳しさも障壁となっている。

　　　　　観光と魅力向上のため、宿泊低価格プランの提供や専用観光バスの導入、山岳館での企画展や山岳館の利用規制緩和
　　　　　による魅力発信が提案された。また、災害発生時における来訪者の帰宅困難を想定した受け入れ体制の構築も必要で
　　　　　あるとの声もあった。各参加者から出た意見等は、担当課に伝え、改善、見直し、新規事業に繋がるよう求めた。

総　括
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南アルプス市
特  集   
　VOL.２

　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

全議員を対象に研修を行いました
議会の見つめ直し・進化に向かって ～ファシリテーション＆議員定数・報酬～
講師：取手市役所情報管理課長（元議会事務局次長）　岩﨑 弘宜 氏

　議論や合意形成に必要なファシリテーションについてと議会改革推進の重点取り組
み事項である議員定数・報酬についての研修を行いました。
　研修では、委員会運営の基本や議会機能を強化し進化させるための取り組みなどに
ついて説明がありました。事前にしっかり調査し審議に臨むこと、議員個々の動きか
ら議会全体の動きに変えること、日頃から市民等と情報交換を行い情報収集すること
が必要であるなど、議会の責務を再確認する機会となり、実りある研修となりました。

議会改革推進

議  会  活  動  報  告

議会による事務事業評価を実施

　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

評価結果
　シティプロモーション戦略の策定からの短期間でSNS発信や市民参加型シティプロモーションに積極的に取り組んだことから、本事業
を通して、交流人口の拡大や地域活性化に一定の成果が上がっており、市民や企業、他部署との連携を少しずつ拡大しながら、市民サー
ビスの向上や地域の魅力発信に寄与していると評価する。
　しかしながら、今後さらに発展させていくために、組織体制の強化、市民や企業を巻き込んだ実効性のある参加の仕組みづくり、多様
な分野を含めた情報発信の実施、そして、費用対効果や成果の評価指標の明確化といった点を丁寧に分析し、改善に繋げてもらいたい。
　さらに、観光・移住定住・産業・農産物・文化などを包括したシティプロモーションを構築し、持続的に取り組んでいくこと、また、
全庁的な連携や市長直轄の推進部署の設置などについても、前向きに検討を進め、本市の魅力を多くの人たちに伝えるための重要度の高
い事業に成長していくことを期待する。

●総務常任委員会　評価した事務事業：シティプロモーション事業

市議会では、議会基本条例に規定している議会としての責務を果たすとともに、市の更なる発展のため、市の行う
事務事業について、市民目線に立ち、より多角的な視点で評価をしています。
今年度は、６月議会で常任委員会ごとに対象とする事務事業を選定し、６月議会終了後の閉会中に調査し、評価を
行い、９月議会でその結果を報告しました。さらに、９月議会終了後に報告書を市長に提出し、今後の事務事業の
さらなる改善を求めました。

評価結果
　事業対象である御勅使川旧堤防（石積出し・桝形堤防・将棋頭）の現地調査を実施し、担当課から説明を受け、課題や疑問点について
も質疑応答を行い、その後委員間討議を経て評価結果をまとめた。
　国指定史跡「旧御勅使川堤防」整備事業は大変貴重な歴史を有し、この地域を守って来た治水のための事業で、必要性は非常に高く、
有効性においても、本市の財産として維持保存してゆく意味は大きいものがある。学校教育への利用・市民に向けての周知・啓発活動も
評価でき、シティプロモーション等、多角的活用にも繋がると考えるが、市内外への発信には更なる工夫が求められる。
　目標の成果としては、史跡の見せ方にも工夫が認められ、主に市内の小学校の児童を中心に本史跡の歴史・目的・役割など、歴史教育
にも活用できている点も評価できる。本市にとって本史跡は財産であり、市内外に向け周知を徹底し、本市の魅力発信に繋げられるよう
検討されたい。

●厚生文教常任委員会　評価した事務事業：国指定史跡「旧御勅使川堤防」整備事業

評価結果
　本事業は、非農業者を対象とした農園を開設し、栽培体験をとおして農業への理解を深めてもらうことと、遊休農地の有効活用を目指
すものであり、新規就農への機会にも繋がる必要性の高い事業である。
　また、市民が農業に触れる機会を創出できていることや、農作物栽培を通じての自給自足意識の育成や緑の景観の形成にも繋がり、既
存農地の設備を有効に活用しており効率性も高い。
　今後の方向性としては、事業を拡充していく必要があると判断した。
　なお、次の課題に取り組み事業を拡充していくことを提言する。
　①南部地区への増設。　②利用者アンケートの実施。　③トイレの洋式化。　④非農業者への周知の拡充。

●産業土木常任委員会　評価した事務事業：汗かき農園維持管理事業



　私は 2021 年 3 月より在家塚で「体験型フリースクールみんなのおうち」を運営しています。現在、
市内でも不登校の子どもたちが増加傾向にありますが、子どもが大人になるための道は「公教育」と
いう一本しかありません。私はここが最大の問題点であると考えています。学校以外の学びの場が
周知され、子どもが自分に合った学びの場を選択できるようになること。「公教育」以外のもう一本
の道が認められるようになること。それこそが豊かな社会と言えるのではないでしょうか。そのた
めに私は道創りをしているのですが、民間の力だけでは限界があります。是非、官民連携して道創り
を進めていきたいと思っています。子どもたちが笑顔で生きやすい南アルプス市とするために。
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編集後記
　秋の気配を木々の色づきと赤トンボが飛ぶ姿から感じとっていたものだが、昨
今の異常気象から何をもって秋の気配と言うのだろうか。
　さて、その赤トンボだが、トンボとりに興じた折、よく竿の先に逆立ちをして
いた姿が記憶にある。あれは何をしているのだろうかの問いに、説によれば体温
調節しているとのことである。
　では、人の逆立ちは。と検索してみると、本当かと疑いたくなるほど、その効
果が数多く記されている。体内血液流改善、体幹強化、内臓位置正常化、ストレ
ス軽減、脳の活性化、下半身老廃物排出等々、健康と美容、アンチエイジングに
効果とある。試してみてはいかがだろうか。
　私共の議会も開かれた議会を目指している。その推進のため、様々な方向から
実行することも重要と考え、赤トンボよろしく逆立ちして観るのも一興ではない
かと思っている。

部会長／飯野 久　    副部会長／飯久保 貴
委　員／吉松 大樹、清水 麻里、河阪 悠、秋山 浩志、相川 宗仁、  
　　　　村松 三千雄、小池 伸吾、齊藤 博明、小林 敏徳

広報広聴委員会
広報部会

市民から  ひ・と・こ・と
    HITOKOTO from the Citizen

　果樹王国として発展を続ける南アルプス市ですが、丹精込めて育てた果実が収穫期を迎えた頃に
発生する「食害」に苦しむ人々の姿が毎年繰り返されております。
　近年では捕獲して山に返すことから、市街地でも配慮の元「銃殺」という過激な法律が整備され
ました。
　けれど、それは発生した枝を剪定するに過ぎません。問題には根っこの部分が存在し、そこから
枝葉が伸びます。今回の問題は「山に食料がない」ことが根っ子です。
　私達は山との疎遠を改善し、動物たちが安心して暮らせる環境が必要です。市はユネスコエコパー
クに認定されており、憲章は動植物との共生です。銃殺や食料のない山に返すことを改め「山で暮
らせる環境整備」が喫緊の課題と考えます。

中西  紀説 さん
（地区／在家塚）

近藤 渉 さん
（地区／曲輪田）

市民から  ひ・と・こ・と 募集中

　【提出先】

〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
 FAX：055-282-6459

市議会に対するご意見やご感想を
お気軽にお寄せください。

みなさんの傍聴をお待ちしております！

事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第４回定例会の会期予定
11月28日………………本会議（初日）
11月28日………………………委員会
12月１日 ～３日…………………委員会
12月９日 ～10日………代表・一般質問
12月11日……………………… 委員会
12月17日……………本会議（最終日）
※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式 に決定されます。（日程が変更にな
　る可能性があります。）

●第3回定例会の傍聴者数：13人
※報道関係者13人は除く
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